
  

＜日本語仮訳＞ 

 

核兵器のない未来：私たちの世界へのビジョン 

 

 

2023 年 1 月、原子力科学者会報の「終末時計」は、真夜中まで残り 90 秒へと針を進めまし

た。これは、私たちがかつてないほどの世界的破壊の可能性に近づいていることを示してい

ます。この象徴的な時計は、核兵器の脅威が増大し、環境が破壊され続けている現状を反映

しています。16 歳から 29 歳までの若者である私たちは未来の守護者であり、核戦争の壊滅

的な可能性から解放された世界を提唱する責任を有しています。このオピニオンでは、核兵

器のない未来がいかに望ましいだけでなく、人類と私たちの地球の生存と繁栄にとって不

可欠であるかを探ってみたいと思います。 

 

核兵器の危険性 

 

核兵器は、第二次世界大戦の混乱の時期に開発され、当初は戦争を素早く終結させる手段と

見なされてきました。しかし、広島と長崎で解き放たれた破壊的な力は、暗く恐ろしい真実

を明らかにしました。短期的な壊滅に加え、長期的な環境および健康への影響は、核兵器の

持つ壊滅的な可能性を際立たせています。 

 

今日、世界に約 13,000 発の核弾頭が存在していることは、生存に対する脅威です。核戦略

の要石である相互確証破壊（MAD）のドクトリンによれば、相互の滅亡が確実であるため、

合理的なアクターは核戦争を始めることはないとされています。しかし、この微妙なバラン

スはリスクに満ちています。人為的なエラー、技術的な失敗、または意図的な悪意が容易に

均衡を崩し、取り返しのつかない結果を招く可能性があるのです。 

 

安全の幻想 

 

核抑止の支持者たちは、核兵器が国家の安全保障を維持し、大規模な紛争を防ぐために不可

欠であると主張します。しかし、この主張は根本的に間違っています。真の安全は、相互破

壊の威嚇ではなく、相互尊重、外交、国際協力に基づくべきです。 

 

核兵器は、貧困、不平等、政治不安など、紛争の根本原因に対処するものではありません。

むしろ、緊張を増大させ、これらの重要な問題に対処するための貴重な資源を浪費させるも

のです。核兵器の維持と近代化に費やされる数兆ドルは、教育や医療、持続的な開発、より

公正で平和な世界の創造のために投資することができます。 
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核兵器が環境にもたらす影響は深刻で広範囲に及びます。核爆発は膨大なエネルギーを放

出し、短期的及び長期的な被害を生態系に与えます。放射性降下物は空気、水、土壌を汚染

し、人間や他の生物に深刻な健康問題を引き起こします。少数の核弾頭が使用されただけで

も「核の冬」を引き起こす可能性があり、煤や塵が太陽光を遮断し、グローバルな気温の低

下、作物の不作、そして広範な飢饉をもたらしうるのです。 

 

また、核兵器の生産と実験は重大な環境破壊をすでに引き起こしています。核実験場は社会

的に疎外されたコミュニティの周辺に建設されることが多く、放射能汚染を起こし、がんの

発生率や遺伝子変異、その他の健康問題の増加へと繋がっています。これらのコミュニティ

は、自らが引き起こしたわけではない問題によって重荷を背負わされており、核兵器に関連

した根強い不正義を浮き彫りにしています。 

 

道義的義務 

 

核兵器のない未来を求める運動の核心には、道義的な問題があります。核兵器は無差別に使

用されるため、民間人に対して甚大な苦しみを引き起こさずにはいられません。その使用は、

戦争時に非戦闘員を保護する国際人道法の基本的原則に反します。 

 

核兵器の保有とその使用の可能性は、重大な道徳的失敗を象徴しています。それは、他者に

想像を絶する害を加えようとする意志の具現化であり、共感、思いやり、人間の尊厳への尊

重といった価値観を損なわせるものです。核兵器のない世界は、私たちの最上の道義的希求

と、未来世代を守るためのコミットメントを反映するものとなるでしょう。 

 

前進の道 

 

核兵器のない未来を実現することは確かに困難な課題ですが、不可能ではありません。2021

年 1 月に発効した「核兵器禁止条約（TPNW）」は、この目標に向けた重要な一歩となるも

のです。この条約は、締約国に核兵器の開発、実験、生産、保有の禁止を課しています。 

 

しかし、TPNW の成功は、核武装国家及びその同盟国が軍縮にコミットするかにかかって

います。これには、市民社会、特に未来の世代を担う若者たちからの持続的なアドボカシー、

教育、圧力が不可欠です。なぜなら核戦争によって傷ついた未来から最も多くを失うのが若

者であるからです。私たちが声を上げ、変化を求めることで、政策決定者に影響を与え、世

界的な反核の規範を確立させることができます。 

 

教育及びアドボカシーの役割 

 

教育は、核拡散に抗う際の強力なツールです。核兵器のリスク及びその使用の結末に対する
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認識を高めることで、平和と非暴力の文化を育むことができます。学校や大学、地域社会組

織は、核軍縮教育を優先課題とし、若者たちが変革を提唱するための知識やスキルを提供す

るべきです。 

 

加えて、デジタルメディアやソーシャルネットワークの力を活用してメッセージを広める

必要があります。オンラインキャンペーンや署名活動、オンラインイベントは、グローバル

な聴衆に届き、核兵器のない未来に向けた支持を集めることに繋がります。広範で包括的な

運動を進めることによって、私たちの影響力を増大させ、意味ある前進を促すことができる

のです。 

 

終わりに 

 

「終末時計」は、核兵器の脅威に対処する緊急性を鋭く私たちに思い起こさせています。若

者である私たちは、未来を形作る唯一無二の機会と責任とを手にしています。軍縮を提唱し、

教育を促進し、国際的な協力を育てていくことで、核兵器が過去の遺物となる世界を創り出

すことができるのです。 

 

核兵器のない未来は、単なる高尚な理想ではなく、人類と地球の生存における具体的で不可

欠な目標です。この困難に立ち向かい、より安全で、より公正で、より平和な世界を築くた

めに力を合わせましょう。時計の針は刻々と進んでいます。行動するのは今です。 
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